
2026 年 7 月 24 日 

各 位 

欧州宇宙機関（ESA）との追加契約に関するお知らせ 

当社は、2026 年 7 月 23 日付の取締役会において、当社のルクセンブルク連結子会社である 

ispace EUROPE S.A.（以下「ispace EUROPE」）が、欧州宇宙機関（European Space Agency、以下
「ESA」）との間で締結している Mission for Advanced Geophysics and Polar Ice Exploration（日本語
訳：先端地球物理学および極域氷探査ミッション、以下「MAGPIE」）に関して、総額 65 百万ユ
ーロ（約 120 億円）の追加契約を締結することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせ
いたします。 

記 

1. 契約締結予定先
(1) 名称 European Space Agency 

(2) 所在地 8-10 rue Mario Nikis CS 45741 75738 Paris Cedex 15, France

(3) 代表者の役職・氏名 Josef Aschbacher, ESA Director General 

(4) 事業内容 欧州における宇宙活動を促進・調整・実施するために設立さ
れた政府間組織 

(5) 設立年 1975 年 

(6) 上場会社と当該者との
間の関係

資本関係 該当事項はありません 

人的関係 該当事項はありません 

取引関係 MAGPIE の開発、製造、運用
及び輸送を行っております 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません 

※ESA は政府間機関であるため、資本金、大株主及び持株比率、最近 3 年間の財政状態及び経営
成績については開示しておりません。

2. MAGPIE 及び当社の役割
MAGPIE は、ESA が推進する月探査ミッションであり、月の極域における揮発性物質の堆積

物の探査と特性評価、および水氷の探索を主な目的としております。 

ESA は、高度な技術と長期間を要する大規模な開発契約において、プロジェクトのフェー
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ズに応じた段階的な契約形態を適用しています（※1）。ispace EUROPE は、2024 年 12 月 12 日、
MAGPIE の実現可能性、設計及びミッションアーキテクチャの検討を目的として、ESA との間
でプリフェーズ A 契約を締結しました。その後、2025 年６月には、当該プリフェーズ契約を
フェーズ 1 へ拡張するための変更契約を締結の上、ispace EUROPE は、ペイロードの成熟化、
インターフェース開発及びプロトタイプ製造を含むミッションコンセプトの実装を主導して
まいりました。 

今般、ispace EUROPE は、MAGPIE フェーズ 2 として、ローバーの開発、製造、運用及び輸
送に関して、ESA との間で総額 65 百万ユーロ（約 120 億円）の追加契約を締結することとな
りました。本契約に基づき、ispace EUROPE は、2029 年に打ち上げ予定のミッション 4 のペイ
ロードとして搭載予定のローバー開発を主導して参ります。 
 ispace EUROPE は、本ミッションに関与するコンソーシアムを主導しており、同コンソーシ
アムには、ミュンヘン工科大学（ドイツ）、オスロ大学宇宙センサー・システムセンター（ノ
ルウェー）、RAL Space（英国）、ESR Technology（英国）、チェコ工科大学実験応用物理学研究
所（チェコ共和国）及び Open University（英国）が参画しています。 
 

（※1）出典：ESA ホームページ
（https://www.esa.int/About_Us/Business_with_ESA/How_to_do/ESA_contracts_types_monit

oring_and_intellectual_property_rights） 
 
3. 契約の概要及び日程 

(1) 契約金額  65 百万ユーロ（約 120 億円）※ 
 

(2) 取締役会決議日 2026 年 7 月 23 日 

(3) 契約締結日 2026 年 7 月 23 日 

※2026 年 6 月末時点の TTM レートを使用し円換算 
 
 

4. 業績への影響について 

 本件は 2027 年 3 月期通期連結業績予想に織り込み済であります。なお、今後の業績に重大
な影響を与えることが明らかになった場合には、速やかに開示いたします。 

 
以上 
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